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No.342
東京白書Ⅳ 

10月9日（金）13：30～15：30

東京白書Ⅳ東京都政の課題と展望①

「東京都一極集中と人口動態」
 

講師 : 町田俊彦（まちだとしひこ）さん
 

東京自治研究センター理事長・専修大学名誉教授

参加費：１，０００円（会員は無料）

東京白書Ⅳ東京都政の課題と展望②「小池都政と都財政」

講 師：町田俊彦（東京自治研究センター理事長・専修大学名誉教授） 
日 時：2026年11月4日（水） 午後1時30分～3時30分
会 場：アルカディア市ヶ谷7階妙高
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No.342

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25 TEL 03-3261-9921

ＪＲ中央線・有楽町線・南北線・新宿線 市ヶ谷駅より
徒歩２分

会 場

4階飛鳥

東京自治研究センターでは、1995年を皮切りに2005年、2009年と「東京白書」と題した都政の課題と展望
についての研究成果を、3回にわたって出版というかたちで世に問うてきました。この出版から17年を経て、
改めて東京都の「定点観測」を継続するために「東京白書Ⅳ」と題する月例フォーラムを開催します。
2016年に小池都政が誕生してから10年が経過しました。高い支持率と強固な財政基盤を背景に、豊洲市場

の移転、東京五輪の開催、コロナウィルス対策、018サポートなど、多くの注目を集める政策を展開してきま
したが、一方で東京への一極集中や子育て世帯の転出超過、住宅問題など、問題も山積しています。
今回の「東京白書Ⅳ」では、都政の光と影を検証し、市民社会を推進する立場から今後の展望を見つめなお

します。
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